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．
は
じ
め
に

　
21
世
紀
を
指
向
し
た
学
校
教
育
で
は
，
子
ど
も
に
真
に
「
生
き
る
力
」

を
育
て
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
あ
り
，
と
り
わ
け
算
数
科
に
お
い
て

は
，
自
分
で
問
題
を
見
つ
け
，
自
ら
考
え
，
主
体
的
に
判
断
し
，
よ
り
よ

く
問
題
を
解
決
し
て
い
く
中
で
，
「
生
き
る
力
」
が
育
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
，
「
数
と
計
算
」
領
域
に
限
っ
て
み
て
も
，
子
ど
も
の

実
態
と
し
て
は
，
「
計
算
は
で
き
る
が
，
計
算
の
意
味
が
説
明
で
き
な
い
」

と
い
っ
た
現
象
が
観
察
さ
れ
た
り
（
例
え
ば
，
清
水
，
1
99
5）
，
「
解
決
の

過
程
を
説
明
で
き
な
い
」
あ
る
い
は
「
問
題
の
構
造
を
つ
か
ん
で
演
算
決

定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
傾
向
が
少
な
か
ら
ず
観
察
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
，
ま
す
ま
す
，
演
算
の
意
味
理
解
を

図
っ
た
り
，
意
味
の
拡
張
を
は
か
る
学
習
指
導
が
重
視
さ
れ
る
必
要
が
生

じ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
下
に
，
我
々
は
，
四
則
計
算
の
中
で
も
特
に
意
味
理

解
が
困
難
と
さ
れ
る
除
法
の
意
味
理
解
や
意
味
の
拡
張
を
図
る
学
習
指
導

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
，
児
童
が
，
除
法
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
認
識
を
有
し
て
い
る
か
，
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
前
提
の
下
に
，
本
研
究
に
お
い
て
は
，
以
下
の
研
究
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
：

　
児
童
は
，
除
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
る
か
，
ま

た
，
意
味
の
拡
張
を
図
る
際
に
，
そ
の
よ
う
な
認
識
は
次
の
学
習
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
。

　
本
研
究
に
お
い
て
は
，
児
童
の
除
法
に
関
す
る
認
識
に
つ
い
て
の
一
般

的
傾
向
を
知
る
こ
と
を
主
と
す
る
た
め
，
後
述
の
よ
う
に
質
問
紙
調
査
に

よ
る
量
的
方
法
を
と
る
が
，
そ
の
際
，
除
法
の
意
味
の
拡
張
と
い
う
前
提

に
立
つ
と
き
，
特
に
小
学
校
第
5
学
年
で
指
導
さ
れ
る
「
小
数
の
除
法
」

（
×
小
数
）
の
場
面
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
，
そ
の
特
徴
を
捉
え
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

2．
調
　
査

｛
刊
　
調
査
問
題
の
開
発

　
先
行
研
究
に
お
い
て
，
小
数
の
乗
法
に
関
す
る
実
態
調
査
に
つ
い
て

は
，
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
て
き
て
い
る
が
，
小

数
の
除
法
に
つ
い
て
は
，
前
者
に
比
べ
れ
ば
比
較
的
少
な
い
と
い
え
る
。

例
え
ば
，
Be
ren
so
n，
　
e
t　
a
l．
（
199
6）
で
は
，
“
divis
ion
”
と
い
う
語
か

ら
子
ど
も
が
連
想
す
る
語
を
分
析
す
る
こ
と
で
，
子
ど
も
の
除
法
に
つ
い

て
の
信
念
を
調
査
し
て
い
る
。
し
か
し
，
本
研
究
に
お
い
て
は
，
上
述
の

よ
う
に
，
「
小
数
の
除
法
」
（
小
5）
の
場
面
に
お
け
る
児
童
に
よ
る
意
味

の
拡
張
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
か
ら
，
子
ど
も
の
演
算
決
定
あ
る
い
は
立

式
と
の
関
連
で
，
除
法
に
つ
い
て
の
認
識
を
捉
え
る
こ
と
を
ね
ら
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
と
き
，
例
え
ば
，
日
野
（
1993）
で
は
，
小
数
の
乗
法
に

関
す
る
調
査
の
際
に
，
問
題
文
か
ら
立
式
を
問
う
と
い
っ
た
形
式
を
採
用

し
て
い
る
が
，
本
研
究
の
場
合
，
む
し
ろ
子
ど
も
の
立
式
の
背
景
と
な
る

子
ど
も
の
有
す
る
認
識
を
調
査
す
る
こ
と
を
主
と
す
る
た
め
，
《
与
え
ら

れ
た
式
に
対
す
る
問
題
場
面
の
想
起
》
と
い
う
質
問
形
式
を
採
用
す
る
こ

と
と
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
議
論
を
基
に
，
以
下
の
よ
う
な
調
査
問
題
を
開
発
し

た
。

【
も
ん
だ
い
】
例
に
な
ら
っ
て
，
下
の
（
1）
～
（
4）
の
そ

れ
ぞ
れ
の
式
で
，
こ
た
え
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
な

も
ん
だ
い
を
作
り
な
さ
い
。

　
例
　
5÷
8

は
じ
め
バ
ス
に
5人
の
お
客
さ
ん
が
の
っ
て
い
ま
し

た
。
次
の
停
留
所
で
8人
の
お
客
さ
ん
が
の
っ
て
き

ま
し
た
。
バ
ス
に
は
い
ま
，
何
人
の
お
客
さ
ん
が

の
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

12÷
3

12－
÷
30

1．
2÷
3

12÷
0。
3

②
　
調
査
の
対
象

　
鳥
取
県
内
の
小
学
校
第
4学
年
か
ら
第
6学
年
の
児
童
257名
を
対
象

と
し
た
。
各
学
年
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
4学
年
　
　
第
5学
年
　
　
第
6学
年

人
　
数

123

学
　
校
　
　
A，
B，
　
C

67

D，
E

67

F，
G

＊
鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学
部

特
鳥
取
算
数
研
究
の
会

キ
ー
ワ
ー
ド
：
除
法
，
問
題
作
り
，
算
数
教
育

｛
3
）
調
査
の
方
法

　
上
述
の
問
題
を
質
問
紙
形
式
に
よ
っ
て
実
施
し
た
。
各
学
校
と
も
，
調

玄ご影刻絃
i
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2
溝
口
達
也
・
矢
部
敏
昭
　
児
童
の
有
す
る
除
法
に
つ
い
て
の
認
識

　　li｛
・

illi§i
il／

査
の
実
施
は
19
9
9年
6
月
に
行
わ
れ
，
調
査
時
間
は
1
5分
程
度
で
あ
っ

た
。

（
4）
調
査
の
結
果

　
ω
～
（
4）
に
つ
い
て
の
各
学
年
の
達
成
度
は
，
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
概
観
す
る
と
き
，
日
）
に
つ
い
て
は
，
い
ず
れ
の
学
年
に
お
い
て
も

非
常
に
高
い
達
成
度
が
得
ら
れ
た
。
（
3
汲
び
（
4
）
に
つ
い
て
は
，
既
習
，
未

習
の
差
が
厳
然
と
結
果
に
反
映
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が

ら
，
②
に
つ
い
て
は
，
第
4学
年
に
お
い
て
は
未
習
の
た
め
，
高
い
達
成

度
が
期
待
で
き
な
い
と
し
て
も
，
第
5学
年
に
お
い
て
は
，
③
の
結
果
と

比
較
す
る
と
き
そ
の
達
成
度
の
低
さ
が
目
立
つ
。
第
6学
年
に
つ
い
て

も
，
同
様
に
，
そ
の
達
成
度
は
高
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。

｛
1）
の
違
成
度
．

正
答

誤
答

無
　
記
　
入

総
計

第
4学
年

第
5学
年

第
6学
年

9
9
　
（
8
0
、
5％
）

61
　
（
9
1
．
0
9
る
）

60
　
（
89
．
6％
）

2
3　
（
18．
7％
）

4（
6．
0％
）

6（
9．
0％
）

1（
0．
8％
）

2（
3．
0％
）

1（
L5％
）

1236767

②
の
達
成
度

正
答

誤
答

無
　
記
　
入

総
計

第
4学
年

第
5学
年

第
6学
年

10（
8ユ
％
）

ユ
8
　
（
26．
9％
）

4
4
　
（
6
5
．
7％
）

7
3　
〈
59．
4％
）

3
5　
（
52．
2％
）

2
2　
（
32．
8％
）

40　
（
32．
5％
）

14　
（
20．
9％
）

1（
L5％
）

1236767

　×
！

i障該蒙蓑
、1
：

・
燭
の
達
成
度
、

正
答

誤
答

無
　
記
　
入

総
計

第
4学
年

第
5学
年

第
6学
年

4
3
　
（
3
5
．
0％
）

51（
76．
1％
）

57
　
（
85
．
1％
）

4
〈
婁
　
（
35．
8％
）

7　
（
10．
5％
）

7
　
（
10．
4％
）

36　
（
29．
39を
）
）

9（
13．
（
▲
％
）

3（
45％
）

1236767

㈲
の
達
成
度

正
答

誤
答

無
　
記
　
入

総
計

第
4学
年

第
5学
年

第
6学
年

2
8
　
（
2
2
、
8％
）

2
0
　
（
2
9
．
9％
）

4
7
　
（
7
0
．
2％
）

4
4　
（
35．
8％
）

1
2
　
（
17．
9％
）

1
3
　
（
19．
4％
）

51　
（
4L5％
）

35　
（
52．
29を
＞
＞

7（
10．
4％
）

1236767

1
念
鯵
．

各
学
年
の
達
成
度

／］
／

諺彩轟鷺ド
　
　
じ

竃聾　
i
’

奏

／
［　

10
0
．
O

9
0．
O

8
0．
0

7
0．
O

6
0．
O

醗
　
50
．
O

40．
O

30．
0

20．
O

TO．
O

O．
O

（
1）

（
2）

質
問

（
3）

（
4）

＋
第
4学
年

一
翻
一
第
5学
年

　
　
　
第
6学
年
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3．
調
査
結
果
の
分
析

　
先
行
研
究
の
吟
味
か
ら
，
調
査
結
果
を
分
析
す
る
上
で
，
2つ
の
観

点
，
す
な
わ
ち
，
《
除
法
の
モ
デ
ル
》
と
《
量
体
系
》
を
設
定
す
る
。

　
前
者
に
関
し
て
は
，
す
で
に
，
Fl
s
chb
e
in，
　
et
　
al
．
（
1
98
5）
に
よ
っ

て
，
《
等
分
除
モ
デ
ル
》
と
《
包
含
除
モ
デ
ル
》
が
示
さ
れ
て
い
る
が
，

後
述
の
よ
う
に
，
本
調
査
の
結
果
か
ら
，
新
た
に
《
面
積
》
，
《
割
合
》
，

《
速
さ
》
の
3つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
こ
れ
ら
に
加
え
た
5
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
一
に
よ
っ
て
分
析
を
試
み
る
：

除
法
の
モ
デ
ル

等
分
除
包
含
除
面
積

割
合

速
さ

　
ま
た
，
後
者
に
関
し
て
は
，
日
野
（
1
9
93）
に
よ
る
指
摘
を
受
け
て
，

わ
り
算
の
記
号
÷
か
ら
連
想
さ
れ
る
も
の
（
部
分
的
な
量
等
）
と
は
別

に
，
物
理
的
な
量
体
系
に
対
す
る
子
ど
も
の
経
験
的
な
考
え
が
本
調
査
問

ω
　
1
2
÷
3

題
を
解
決
す
る
上
で
影
響
す
る
と
考
え
，
×
き
く
《
離
散
量
（
d）
》
と

《
連
続
量
（
c＞
》
，
及
び
こ
れ
ら
に
《
割
合
（
p）
》
を
加
え
て
，
以
下

の
よ
う
な
5つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
分
析
を
試
み
る
：

　
（
1
）
～
（
4）
に
つ
い
て
，
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
ク
ロ
ス
集
計
結
果

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
注
1）

第
迂
学
年

d
÷
d

そ
　
の
　
他

総
計

等
　
分
　
除

包
　
含
　
除

そ
　
の
　
他

82（
66、
7％
）

1
7　
（
1
3．
8
％
）

2
4　
（
1
9．
5
％
〉

82　
（
66．
7％
〉

ユ
7　
（
13．
8％
）

24　
（
19．
5％
）

総
　
計

9
9
　
（
8
0
．
5
％
）

2
4　
（
1
9．
5
％
）

123

％

7◎605040302010

4
年
生
く
く
）

モ
デ
ル

そ
の
他

そ
の
他

量
体
系

…i》ドド　1　　／　　1　　　　　　
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慧
灘
欝
繋

d÷
d

c÷
d

そ
　
の
他

総
計

等
分
除

包
含
除

そ
　
の
他

5
1
　
（
7
6ユ
％
）

2（
3
0
％
）

8
（
119％
）

6（
90％
）

59　
（
88ユ
％
）

2（
3．
0％
）

6（
9．
0％
）

総
計

5
3
　
（
7
9
．
1％
）

8（
119％
）

6（
9．
0％
）

67

80706050

％
40302010

5年
生
（
1）

モ
テ
ル

そ
の
他

そ
の
他

量
体
系

ジ
こ
肇
盲
遣
浬
《
・

d÷
d

c÷
d

C÷
C

そ
　
の
他

総
計

等
分

包
含

速そ
　
の

除除さ他

44　
（
657％
）

2（
3
0％
）

10　
（
14．
99
を
）
）

2（
30％
）

2（
30％
）

7（
104％
）

54　
（
806％
）

4（
60％
）

2（
30％
）

7　
（
10、
4％
）

総
計

46　
（
687％
）

1G　
（
149％
）

4（
6．
0％
）

7（
104％
）

67

％

7
0605040302010

6年
生
（
9

モ
テ
ル

速
さ
そ
の
他

そ
の
他

一
C

量
体
系
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α
）
に
つ
い
て
は
，
3
学
年
と
も
《
等
分
除
》
と
《
d
÷
d
》
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
回
答
が
大
半
を
占
め
る
。

例
1
－
1

　
は
じ
め
に
あ
め
が
12
こ
あ
り
ま
し
た
。
3人
で
同
じ
数
ず
つ
分
け
る

　
と
1
人
何
こ
ず
つ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
《
包
含
除
》
と
《
d
÷
d
》
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
，
次
の
よ
う
な
回

答
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。

例
1－
2　
（
4年
生
・
女
子
）

　
1
2こ
の
ボ
ー
ル
を
3つ
ず
つ
は
こ
に
つ
め
ま
す
。
は
こ
は
い
く
つ
い

　
る
で
し
ょ
う
。

　
5
，
6
年
生
で
《
d
÷
d
》
以
外
の
量
体
系
に
よ
る
作
問
を
行
な
う
回
答

が
見
ら
れ
る
の
は
，
〈
小
数
÷
整
数
〉
や
〈
÷
小
数
〉
の
学
習
経
験
か
ら

（
2）
　
12÷
30

連
続
量
を
扱
う
機
会
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
，
次
の
よ
う
な
回
答
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。

例
1－
3　
（
5年
生
・
男
子
）
　
（
《
等
分
除
》
と
《
c÷
d》
）

　
は
じ
め
に
12・
の
ジ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
3人
で
分
け

　
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
1人
は
，
何
2に
な
る
で
し
ょ
う
。

例
1－
4　
（
6年
生
’
女
子
）
　
（
《
包
含
除
》
と
《
c÷
c》
）

　
1
2m
の
リ
ボ
ン
を
3mつ
つ
分
け
ま
し
た
。
3mつ
つ
分
け
た
リ
ボ
ン

　
は
，
何
本
に
な
り
ま
し
た
か
？
。

例
1－
5　
（
6年
生
・
男
子
）
　
（
《
速
さ
》
と
《
c÷
c》
）

　
ま
さ
る
君
の
家
か
ら
お
じ
さ
ん
の
家
ま
で
12kmあ
り
ま
す
。
時
速

　
3
k
mで
走
る
と
何
時
間
か
か
る
で
し
ょ
う
。

響
案
漬
鶴
べ

d÷
d

c÷
d

C÷
C

そ
　
の
　
他

総
計

等
　
分
　
除

包
　
含
　
除

そ
　
の
　
他

4
（
33％
）

1
0（
81％
）

7（
5．
7％
）

102　
（
829％
）

14　
（
114％
）

　
7（
57％
）

102　
（
829％
）

総
　
計

4
（
33％
）

1
0（
81％
）

7（
57％
）

102　
（
829％
）

123

go807060

　
　
5
◎

％

40302010

4年
生
②

モ
テ
ル

包
己
除
そ
の
他

そ
の
他

　
C

量
体
系

ぶ
＼
蟻
無
，
1：

c
÷
d

C÷
C

そ
　
の
　
他

総
計

等
　
分
　
除

包
　
含
　
除

そ
　
の
　
他

18　
（
269％
）

2（
30％
）

47　
（
701％
）

18　
（
269（
％
）

2（
3．
0％
）

47　
（
70．
1％
）

総
　
計

18　
（
269％
）

2（
3．
G％
）

47　
（
701％
）

67
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難　

6
溝
日
達
也
・
矢
部
敏
昭
：
児
童
の
有
す
る
除
法
に
つ
い
て
の
認
識

8
0706050

％
　
4
0

302010

5年
生
（
2）

モ
テ
ル

そ
の
他

そ
の
他

量
体
系

第
6
学
年

d－
d

c⊥
d

C⊥
C

そ
　
の
　
他

給
計

等
　
分
　
除

包
　
含
　
除

割
合

そ
　
の
　
他

2
（
3．
0
％
）

40　
（
597％
）

1（
1．
5％
）

2（
30％
）

1（
15％
）

21　
（
31．
3％
）

41　
（
61．
2％
）

2（
30％
）

3（
45％
）

21　
（
313％
）

総
　
計

2
（
30％
）

40　
（
597％
）

4（
60％
）

21　
（
313％
）

67

605040

％
　
30

2010

6
年
生
②

モ
テ
ル

　
上
述
の
よ
う
に
金
体
を
通
し
て
も
っ
と
も
達
成
度
の
低
い
（
2
）
に
つ
い
て

は
，
4
，
5
年
生
に
お
い
て
は
，
正
答
者
は
，
す
べ
て
《
等
分
除
》
と

《
c
－
d》
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
回
答
で
あ
る
。

例
2ヨ
　
（
4
年
生
・
女
子
）
（
《
等
分
除
》
と
《
c－
d》
）

　
1
2m
の
ひ
も
が
あ
り
ま
す
。
3
0
人
に
同
じ
長
さ
ず
つ
わ
け
ま
す
。
な

　
ん
m
ず
つ
く
ば
れ
る
で
し
ょ
う
。

割
合
そ
の
他

そ
の
他

一
C

量
体
系

誤
答
例
と
し
て
は
，
次
の
よ
う
な
回
答
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。

例
2－
2　
（
4年
生
・
男
子
）
　
（
《
等
分
除
》
と
《
dTd》
）

　
12こ
の
な
し
を
，
30人
で
分
け
ま
す
。
同
じ
数
ず
つ
分
け
る
と
，
1

　
人
何
こ
で
し
ょ
う
。
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例
2－
3
　
（
5年
生
・
女
子
）
　
（
《
包
含
除
》
と
《
c÷
c》
）

　
リ
ボ
ン
が
1
2
m
あ
り
ま
す
。
3
0
mず
つ
に
き
る
と
，
3
0c
m
の
リ
ボ
ン

　
は
い
く
つ
で
き
る
で
し
ょ
う
。

例
2
－
4
　
（
6年
生
・
女
子
）
（
《
等
分
除
》
と
《
c÷
c》
）

　
12㎡
の
か
べ
を
，
30分
で
し
あ
げ
ま
し
た
。
1分
で
何
㎡
の
か
べ
を

　
し
あ
げ
ま
し
た
か
。

　
4
，
5
年
生
に
お
い
て
見
ら
れ
る
除
法
の
認
識
は
，
「
何
等
分
」
「
何
人

分
」
あ
る
い
は
「
1
つ
分
」
と
い
っ
た
語
で
示
さ
れ
る
回
答
例
が
圧
倒
的

に
多
く
，
被
除
数
が
除
数
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
り
，
ま
た
割
り
切
れ
な
い

場
合
に
，
そ
の
問
題
場
面
を
想
起
で
き
な
い
と
い
う
傾
向
が
指
摘
さ
れ

る
。

　
6
年
生
に
お
い
て
も
，
正
答
者
の
多
数
は
，
4
，
5年
生
同
様
，
《
等

分
除
》
と
《
c一
き
d》
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
回
答
で
あ
っ
た
が
，
、
い
く
つ

か
特
殊
な
正
答
が
見
ら
れ
る
。

（
3）
　
1．
2
÷
3

例
2
－
5
　
〈
6年
生
・
女
子
）
（
《
割
合
》
と
《
d÷
d》
）

　
南
の
駅
に
は
，
12人
お
客
さ
ん
が
い
ま
す
。
北
の
駅
に
は
，
お
客
さ

　
ん
が
，
30人
い
ま
す
。
南
の
駅
の
人
数
は
，
北
の
駅
の
人
数
の
何
倍

・
で
し
ょ
う
か
？

例
2
－
6
　
（
6年
生
・
男
子
）
（
《
割
合
》
と
《
c÷
c》
）

　
今
臼
の
ん
だ
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
は
122で
昨
日
の
ん
だ
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う

　
は
3
02の
み
ま
し
た
。
122は
302の
何
倍
に
あ
た
る
で
し
ょ
う
。

第
4学
年

c÷
d

C〒
C

そ
　
の
　
他

総
計

等
　
分
　
除

包
　
含
　
除

そ
　
の
　
他

4
7　
（
3
8．
2
％
）

4（
33％
）

72　
（
58．
59を
）
）

46　
（
37．
4％
）

5（
4．
1％
）

72　
（
58．
5％
）

総
　
計

47　
（
38．
2¢
を
）
）

4（
3．
3％
）

72　
（
58．
5％
）

123

605040

％
　
3
02010

4年
生
（
3）

モ
デ
ル

そ
の
他

そ
の
他

量
体
系

第
・
5学
年

c
÷
d

そ
　
の
　
他

総
計

等
　
分
　
除

そ
　
の
　
他

52
　
（
77
．
6％
）

1
5
　
（
2
2
．
4
9を
）
）

52　
（
77．
6％
）

15　
（
22．
4％
）

総
　
計

52
　
（
77
．
69
を
）
）

1
5
　
（
2
2
．
4％
）

67
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溝
口
達
也
・
矢
部
敏
昭
：
児
童
の
有
す
る
除
法
に
つ
い
て
の
認
識

5年
生
（
3）

80706050

％
　
4◎3◎2010

モ
テ
ル

そ
の
他

そ
の
他

量
体
系

　
シ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
ノ
　
　
　
ヘ

シ
ぐ
第
：
嚇
逢
ジ
ニ

c〒
d

C÷
C

c÷
P

そ
　
の
　
他

総
計

等
　
分
　
除

面割速

積合さ

そ
　
の
　
他

52　
（
776％
）

1（
15％
）

1（
15％
）

2（
30％
）

1（
1，
5％
）

10　
（
149％
）

52　
（
776％
）

1（
15％
）

2（
3．
0％
）

2（
30％
）

10　
（
14．
9％
）

総
　
計

52　
（
776％
）

4（
6．
0％
）

1（
1．
5％
）

10　
（
149％
）

67

80706050

％
　
4
0

302010

6年
生
（
3）

モ
テ
ル

　
（
3
｝
に
つ
い
て
は
，
4年
生
に
お
い
て
は
未
習
の
た
め
，
5，
6年
生
の

結
果
を
見
る
と
き
，
《
等
分
除
》
と
《
c
÷
d
》
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
回

答
が
正
答
者
の
大
多
数
を
占
め
る
。

例
3
－
1　
（
5
年
生
・
女
子
）
（
《
等
分
除
》
と
《
c二
d》
）

　
L
22
の
ジ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
3
人
で
分
け

速
さ
そ
の
他

そ
の
他

一
P
量
体
系

ま
す
。
1人
分
は
，
何
2に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
，
6年
生
で
は
，
②
同
様
，
い
く
つ
か
の
特
殊
な
正
答
例
が
見
ら

れ
る
。
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例
3
－
2　
（
6
年
生
・
不
明
）
（
《
面
積
》
と
《
c
÷
c》
）

　
面
積
が
L
2㎡
の
長
方
形
が
あ
り
ま
す
。
横
の
長
さ
が
3
mで
た
て

　
の
な
が
さ
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
て
の
長
さ
は
，
何
m
で
し
ょ
う
。

例
3
－
6　
（
6年
生
・
女
子
）
（
《
割
合
》
と
《
c÷
p》
）

　
1
2km
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
，
歩
い
て
い
ま
す
。
今
ち
ょ
う

　
ど
，
1／
3歩
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
何
km歩
き
ま
し
た
か
。

く

例
3
－
3
　
（
6年
生
・
男
子
）
（
《
割
合
》
と
《
c
÷
c》
）

　
あ
と
，
1
2
㎞
で
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
3
㎞
で
公

　
園
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
は
公
園
の
何
倍
の
道
の
り
で
す
か
？

例
3
－
4　
（
6
年
生
’
男
子
）
（
《
速
さ
》
と
《
c
∴
c》
）

1
2
㎞
を
3
時
間
で
走
る
か
め
が
い
ま
し
た
。
こ
の
か
め
は
，
時
速

　
何
k
m
で
走
っ
た
で
し
ょ
う
。

｛
列
3
－
5　
　
（
6年
生
・
男
子
）
（
《
速
さ
》
と
《
c
÷
c
》
）

　
L
2
k
m
の
道
の
り
を
時
速
3時
間
で
歩
く
と
，
何
時
間
か
か
る
で

　
し
ょ
う
。

（
4）
　
12÷
03

　
（
3
）
は
，
被
除
数
と
除
数
の
数
と
し
て
の
関
係
は
基
本
的
に
（
2）
と
同
じ
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
，
（
2）
の
被
除
数
及
び
除
数
を
そ
れ
ぞ
れ
10で
割
っ

た
数
の
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
，
被
除
数
が
小
数
で
表
さ
れ
る
こ
と
か

ら
，
（
2）
に
比
べ
，
児
童
に
と
っ
て
は
連
続
量
を
想
起
し
や
す
い
と
考
え
ら

れ
，
結
果
的
に
達
成
度
は
閣
よ
り
も
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
，
6年
生
に
お
い
て
は
，
少
数
で
は
あ
る
が
，
速
さ
や
割
合
等

の
問
題
場
面
の
経
験
か
ら
，
除
法
の
認
識
に
つ
い
て
，
そ
れ
ま
で
の
，

「
何
等
分
」
「
何
人
分
」
あ
る
い
は
「
1つ
分
」
と
い
っ
た
語
で
示
さ
れ
る

認
識
に
と
ど
ま
ら
ず
，
極
め
て
多
様
な
認
識
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ζ
／
：
／
鰻
運
濠
貞
く
ミ
ベ

／
　
　
　
〉
　
ぺ
　
〆
ペ
ン
・
＼
び
☆
×
　
　
㌦
　
　
＼
へ
c÷
d

そ
　
の
　
他

総
計

包
　
含
　
除

そ
　
の
　
他

2
9
　
（
2
3
．
6％
）

94　
（
76．
4
％
）

29　
（
236％
）

94　
（
764％
）

：i÷1ミ〈／

総
　
計

29　
（
236％
）

94　
（
764％
）

123
髪

80706050

％
　
4
0

3◎2010

4年
生
（
4）

モ
テ
ル

そ
の
他

そ
の
他

量
体
系

☆乏ぺ亥葵診診§惣◎多当㊦※｛ぼ彰彰己影影∀滋ろ／一彫ズ

ぞ
／
債
5㌘
㌣
㌧
◇

C÷
C

そ
　
の
　
他

総
計

惑骸

包
　
含
　
除

面
積

そ
　
の
　
他

19　
（
284％
）

1（
L
5％
）

47
　
（
7G
。
1％
）

］
9　
（
28．
4％
）

1（
15％
）

47　
（
701％
）

一一

総
計

20　
（
299％
）

47　
（
701％
）

67
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10
溝
口
達
也
・
矢
部
敏
昭
：
児
童
の
有
す
る
除
法
に
つ
い
て
の
認
識

8
0706050

％
　
4
0

3
020丁◎

5年
生
（
4）

モ
テ
ル

そ
の
他

そ
の
他

量
体
系

第
6
学
年

C
－
T
C

C
÷
P

そ
　
の
　
他

計

包
　
含
　
除

割速

合さ

そ
　
の
　
他

4
2
　
（
6
2．
7
％
）

2（
30％
）

1
（
15
％
）

2（
3
．
0％
）

20　
（
299％
）

43　
（
642％
）

4（
60％
）

1（
15％
）

20　
（
299％
）

総
　
計

45
　
（
67．
2
％
〉

2（
3．
0％
）

20　
（
299％
）

67

％

6年
生
く
4）

モ
テ
ル

　
（
4
）
に
つ
い
て
は
，
《
包
含
除
》
と
《
c
T
c》
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
回

答
が
正
答
者
の
大
多
数
を
占
め
る
。

例
4
ヨ
　
（
6年
生
・
男
子
）
（
《
包
含
除
》
と
《
c
－
c》
）

　
1
2m
の
リ
ボ
ン
を
，
0
3
mず
つ
一
入
の
人
に
上
げ
る
と
何
人
に
あ
げ

　
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
っ
。

そ
の
他

そ
の
他

c一
ア
P
　
　
　
　
量
体
系

　
除
数
に
小
数
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
「
何
等
分
」
等
の
よ
う

な
問
題
場
面
は
成
立
し
な
い
。
こ
の
た
め
，
4，
5年
生
で
は
未
習
で
は

あ
る
も
の
の
，
そ
れ
ま
で
の
除
法
の
認
識
が
適
用
で
き
ず
，
延
記
入
者
が

他
の
問
題
に
比
べ
増
え
て
い
る
。
（
3）
と
あ
わ
せ
て
，
6年
生
の
結
果
を
見

る
と
き
，
被
除
数
や
除
数
に
小
数
（
分
数
）
を
用
い
る
こ
と
で
，
児
童
の

除
法
の
認
識
が
飛
躍
的
に
深
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
正
答
例
と
し
て
は
，
次
の
様
な
回
答
例
が
見
ら
れ
る
。
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例
4－
2
　
（
5年
生
・
女
子
）
（
《
面
積
》
と
《
c
÷
c
》
）

　
面
積
が
12
㎡
の
花
だ
ん
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
花
だ
ん
の
た
て
は
0
．
3

　
mで
す
。
横
は
何
m
で
し
ょ
う
。

例
4
－
3　
（
6
年
生
・
男
子
）
（
《
割
合
》
と
《
c÷
c
》
）

　
1
22
の
ジ
ュ
ー
ス
は
0
32
の
ジ
ュ
ー
ス
の
何
倍
で
し
ょ
う
。

例
4
－
4　
（
6年
生
・
男
子
〉
（
《
割
合
》
と
《
c÷
p
》
）

　
　
あ
る
豚
肉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
肉
の
3
割
を
取
っ
て
は
か
り
に
乗
せ

　
　
る
と
12
kg
で
し
た
。
豚
肉
は
初
め
何
k
g
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

例
4
－
5　
（
6年
生
・
男
子
）
（
《
速
さ
》
と
《
c÷
c
》
）

　
　
時
速
0
3
km
で
1
2k
m進
み
ま
し
た
。
何
時
間
か
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

4
．
お
わ
り
に
　
教
授
へ
の
示
唆

　
本
研
究
の
結
論
と
し
て
，
児
童
の
除
法
に
つ
い
て
の
認
識
に
つ
い
て

は
，
本
文
中
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
，
研
究
課
題
の
後
者
に
つ
い

て
は
，
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
：
児
童
は
，
除
法
（
被

除
数
と
除
数
）
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
保
有
し
が
ち

で
あ
る
。
特
に
，
（
整
数
a
）
÷
（
整
数
b
）
（
a
＞
b
＞
の
学
習
で
経
験
し
た

《
等
分
除
》
及
び
《
包
含
除
》
の
認
識
が
強
く
，
本
研
究
の
調
査
問
題
に

お
け
る
「
も
ん
だ
い
②
」
の
よ
う
に
，
こ
の
数
の
関
係
が
保
証
さ
れ
な
く

な
る
と
き
，
問
題
場
面
を
う
ま
く
想
起
で
き
な
い
。
さ
ら
に
，
こ
の
こ
と

は
，
児
童
の
有
す
る
除
法
の
モ
デ
ル
の
問
題
に
関
わ
る
だ
け
で
な
く
，
そ

う
し
た
モ
デ
ル
と
結
び
つ
い
て
児
童
の
作
問
に
現
れ
る
量
体
系
の
問
題
と

も
関
わ
る
。
こ
れ
は
，
最
初
の
学
習
経
験
が
，
逆
に
後
の
学
習
に
対
し
て

障
害
と
し
て
機
能
し
て
い
る
（
溝
口
，
1
9
95
）
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な

わ
ち
，
以
前
の
学
習
に
お
い
て
は
，
そ
の
目
標
に
お
い
て
十
分
な
達
成
を

見
た
に
も
関
わ
ら
ず
，
次
の
学
習
に
お
い
て
は
，
逆
に
そ
う
し
た
既
有
の

認
識
が
，
困
難
の
原
因
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
，
特

に
，
除
法
の
意
味
の
拡
張
が
図
ら
れ
る
「
小
数
の
わ
り
算
」
（
第
5学
年
）

に
お
い
て
は
，
こ
う
し
た
子
ど
も
の
有
す
る
除
法
の
モ
デ
ル
，
あ
る
い
は

除
法
の
場
面
に
用
い
ら
れ
る
量
体
系
に
つ
い
て
，
十
分
な
検
討
を
要
す

る
。
　
《
等
分
除
》
及
び
《
包
含
除
》
は
，
除
法
を
基
本
的
に
乗
法
の
逆
演

算
と
見
た
と
き
，
（
整
数
の
範
囲
に
お
い
て
は
）
同
数
累
加
の
逆
を
行

な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
「
÷
小
数
」
の
学
習
に
お
い
て
も
，
や
は
り
乗

法
の
逆
演
算
と
見
る
と
き
，
割
合
の
考
え
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
問

題
場
面
か
ら
適
切
に
汲
み
取
れ
る
よ
う
学
習
指
導
上
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
具
体
的
に
は
，
必
ず
し
も
「
1あ
た
り
量
」
を
求
め
る
よ
う
な
問
題

場
面
は
，
子
ど
も
の
固
執
的
な
認
識
を
克
服
す
る
上
で
適
切
で
あ
る
と
は

言
え
な
い
。
敢
え
て
，
f1あ
た
り
量
」
を
求
め
る
こ
と
が
問
題
の
解
決
に

な
ら
な
い
よ
う
な
場
面
を
想
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
る
♂
注
2）

　
な
お
，
本
研
究
に
お
い
て
は
，
質
問
紙
調
査
で
実
施
し
た
各
設
問
項
目

ご
と
の
結
果
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
が
，
一
人
の
子
ど
も
の
中
で
，
各

設
問
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
回
答
の
推
移
を
示
し
た
か
に
つ
い
て
は
触
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
，
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
，
指
摘
さ
れ

る
。

ラ
主1　
な
お
，
い
く
つ
か
の
箇
所
に
お
い
て
，
入
数
が
達
成
度
と
異
な
る
。

　
　
こ
れ
は
，
例
え
ば
，
下
の
よ
う
な
事
例
の
場
合
に
お
い
て
，
達
成
度

　
　
と
し
て
は
，
誤
答
と
さ
れ
た
も
の
の
上
記
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
の

　
分
析
に
お
い
て
は
，
分
析
の
対
象
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
（
事
例
）
　
（
2）
12÷
30

　
　
　
122の
ジ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
1日
302ず
つ
飲
む
と
何
日

　
　
　
間
で
全
部
飲
め
る
で
し
ょ
う
。
（
4年
生
・
女
子
）

2
　
学
習
指
導
の
実
際
に
関
し
て
は
，
栗
岡
他
（
1999）
を
参
照
。
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Ab
s
tra
c
t

　
The　
p町
）
ose　
of　
this　
research　

ls　
to　
answer出
e　
follow輌
ng　
questions：

which　
conceμ
ions　
do　
elementary　

students　
have　
for　
divis三
〇
n，
　
and　
how

do　
these　
conceμ
ions　
function　

to　
the　
next　
leaming　

contexts　
in　
w厨
ch　
studems　

expand　
the
i’
meanlng　

of　
division？

In　
thls　
research，

　
we　
take

the　
questionnaire　

method　
which　
smdents　

make　
a　
problem　

si知
ation　
from　
a　
given　
exμ
ession
．
　
From　
analyzing　

data，
　
some　
results　

are　
gainedl

the　
achievement　

peτ
centage　

of　
the　
case　
of　
like　
12÷
30　
is　
lower　
thanα
hers；
s缶
dents　
us
e　
models　
of　
d輌
v三
sion　
not　
only　
《
division　

into　
the

s
a
m
e
　
p
a
r
t
s
（
τ
o
ρ
μ
ぢ
o
，
　
i
n
　
J
a
panese）

，
《
division　

into　
the　
same　
o句
ects（
彦
解
θ
o，
　
in　
Japanese）

，
　
but　
also《
area》
，
《
proportion》

，
《
velocity》

；
etc．

These
　
researc
h　
results
　
suggest出

at　
s白
dents’
conception　

become　
obstacles　

aUhe　
leaming　

situations　
which　
expand　
the　
meaning　

of　
division．


